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■ダウンロード 

当方サイトよりセットアップファイルをダウンロードします。 

http://www.shakke.com/soft-devel/ziinkanri/download/ 

 

■ブロックの解除 

Windows の不正プログラム実行防止機能により 

ダウンロードしたセットアップファイルはブロックがかかりますので最初に解除する必要があります。 

 

 

ダウンロードしたファイル 

「ziinkanri3_setup.zip」を右クリックしプロパティを選択します。 
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ブロックの解除にチェックを入れる。（Windows10 の場合） 
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[OK]でプロパティを閉じます。 

 

■圧縮ファイルの解凍 

セットアップファイルは圧縮されていますので、解凍します。 
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「ziinkanri3_setup.zip」を右クリックし「すべて展開」を選択します。 

 

[展開]をクリックします。 

展開されたフォルダの中には 
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上記のファイルが存在します。 

セットアップを開始するには、 

「ziinkanri3_setup.exe」をダブルクリックします。 

 

■インストール 

本システムが動作する環境は下記の通りです。 

OS：Microsoft Windows 7/8/8.1/10 

動作環境：Microsoft .Net Framwork4.0 以上がインストールされている事 

※ 上記モジュールはセットアップ時に自動的にインストールされます。 

データベース：Microsoft SQL Server 2012 Express Edition 

※ データベースサーバーとして利用する PC にだけ必要です。クライアント PC には必要ありません。 

※ 初回起動時にインストールするかどうかの確認画面が表示されます。 

 

＜インストール手順＞ 

「ziinknari3_setup.exe」をダブルクリックしインストールを開始します。 

※「ユーザーアカウント制御」ウインドウが表示されますので、許可「はい」を選択します。 

 

 

[次へ]をクリックします。 
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[次へ]をクリックします。 

 

[インストール]をクリックします。 
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[完了]をクリックします。 
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SQL Server のインストール確認画面が表示されます。 

初めての場合はインストールしてください。 

※タイトル表記が間違っています。「SQL Server 2005 インストール確認」と表記されていますが、 

正しくは、「SQL Server 2012 インストール確認」です。 

[次へ]をクリックします。 

 

SQL Server 2012 Express Edition SP3 のセットアップファイルが解凍されます。 

 

SQL Server のインストールが開始されます。 
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SQL Server のインストール状況が表示されます。 

SQL Server のインストールが完了すると下記画面が表示されます。 

 

[次へ]をクリックします。 
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「○新規データベースを作成する」を選択します。 

 

[次へ]をクリックします。 
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[完了]をクリックします。 

 

ライセンス ID 入力の画面が表示されます。 

体験版として使用する場合は、[キャンセル]をクリックします。 

ライセンス ID を所有している場合は、ライセンス ID を入力し[登録]をクリックします。 

[キャンセル]をクリックした場合は、 

 

体験版モードの動作期間が表示されます。 

[OK]をクリックします。 
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ログイン画面が表示されますので、 

ユーザー：admin 

パスワード：9999 

と入力し[OK]をクリックします。 

 

メニューが表示されます。 

 

■郵便番号テーブルの更新 

インストール直後は郵便番号テーブルが登録されていませんので、最初に郵便番号テーブルを登録します。 

郵政省のホームページより最新版をダウンロードして実行してください。 

本ソフトの開発初期の段階での郵便番号 CSV ファイルは保存されています。 

 

初期メニューより【7.随時】-[2.郵便番号テーブルの更新] を選択します。 
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[実行]をクリックします。 

 

[はい]をクリックします。 

 

[OK]をクリックします。 
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